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パ インア ップル産業 合理化上の諸問題 (2)

渡 辺 正

(香川大学他学部)

貰 Jlイン産韓合理化軒毒連行上の織擾養

政府案に依れば統球のパイン産選が日本のパイン級語

R由化 (45%納税)に対処する為には現在の製造原価一

節ib17.999ドルを6.279ドルに引き下げることを目標とし

て､/A:湘朋科価格を1kg当5.5柚から4.OLItlへ工儲経兜を

1邦dj1.036rルから0.832ドルへ､一般管珊門rを0.671ド

ルから0.447ドルに引き下げるべきであり､ 鬼に成功す

れば台拘搾パインに射して粋人価格の点に於て一応太刀

打ちが山楽ると辞う｡しかし､この比軟に於ては今後に

放ける角開花の価格引i下げ可細性及び台湾産と琉球産

の小兜格題が劫此されていない｡従って合理化対雑とし

ては政肘硲以上.の生盛雄低減鞭を考えるべ きであり､同

時にGlJ賓を収座して鵬J]価格をを小さくするような努力

をも加味しなければならないn以下この鰍 こそった合理

化の相即掛こついて述べる｡

(1)過かほ･fl拝賀を粒 l々･し.光軸のねのJS偽一致態勢を

榊ilすべ Bである｡パインm選合確化SiJ年計砺遜成の

ねに政鰍 ま耶 1年次紬T･耳として20万5千 ドル を計上

し､相継雌､探幽硯D救世､戚培技術攻鞍､加工技術改

巷､如遮工脇の統合軽僻､山地農道開設等を計画して居

るが惜しむらくはその計画2)実施面に於で､療家及び加

工遜省をして合遡化に努力させようとする胡座的な相好

忠相を欠いて居る棚である｡合理化推進の為には予罪D

計上を必婆とする辞 も多いが､政府に予罪が無くても街

等忠相 さえ充分にあれば完遂出来る商 もある｡例えば八

韮山に於ける共同袋荷の実施の如 きは起lこ属し､会社は

共同純絹により昨年よりもkg当り0.3仙以上 (トン当り

3ドル)の節約に成功し､澄家も問責かこ於ける腐敗の扱

矢が除却された｡ (突施第1年目の為に不手際 もあった

が一応成功しているか ら今後-樹の成功が欄待できるO)

この様なことは女工の榔 馴こも可能であり､栽培方面で

も緒,か らす､税等の-芥駆除の面で有効である｡しか

し児効のあることは分って居るが工場間､戒は鎖工間の

指し合いのみでは実施に移し慾く､政府の相等助言を必

欝 とする戦前が多い｡従って政府は1日も早く合理化 5
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Xi 総理府特別地域連絡周長ならびに琉球政府経済局長

へ粒Lbの報告番を智者の承諾をえて､前号に引き続き招

概した｡あと二号にて完梅の予定｡

力年計画寮をパイン産選審議会に示し､計画推行に必要
な具体案の審議決定を要望し､是に従って可維なものか
ら直ちに全般的実行に移すべきである｡又計画生産､原料
割当の実施､その他=場の整備統合等必要にして然も解

決窮難な問題に対しても､早急に問題を投出して討議決

定の%L緒を開くべ きである｡私はこの度の出張に於て第

-に感じた掛 ま政府の合理化計画と足を実施する濃家及

び工場側 との間に連繋がなく､一致協力して合理化案を

おし進めようと言う気運が辞められない節であったが恐

らくその原因は具体案が示されて居ない為であろうと考

える｡

3)合理化の為に有効と患われる具体熊

ここに述べんとする具体案は棟ね琉球全体に関する間

組で政府の婚導と助言を必要とするものである｡しかし

ながら合理化は必ずしもこの様な開腹のみでなく､工場

農家共に目的D些細 に托忍する執 こよって効果を挙げ

られるのである｡

私はC2て-ワイ出''jB申-ワイパイソ7ププル会社で木

矧 こ打つ釘の有効使用によって多大の経盟節約に成功し

たとD報告を聞いた｡些細な冗兜節約も共成すればその

効果は注目すべき値となるのである｡

A 速効的具序幕

合理化対j料こは 実施して盾ちに 効力を発生するもの

と､後朋になって効力を発揮するものとがある｡速効的

効果を示すものは現在D踊執 こ対する管理の改善と現在

行われている慈習慣の是正である｡

1､病虫獣醤対策の実施 パインの栽培が盛んになる

につれて病虫賓が増加し､時には爆発的な発生をみるこ

とがあるか ら､予め病音虫に関する専門の研究員を前置

する必要2)あることについては､既に第一回の報告軌 こ

於て費里した処であるが､残念なが らこの要望は受け入

れられなかった｡現在飽菜試験場及び名護､八重山南支

場に於て驚干研究が進められて居るが､何分にも僅かの

人員で全作物D病曹虫は勿論､病虫宵発生予寮､袋藤検

査等の仕事を分拍し､然も研究史が纏めて僅少であるか

らその活動2)範囲は狭いQ少なくとも八重山及び名寄文

筆かこ各一名の専任病虫係及び助手を配置し､是にパイン

研究の為7)予算を配付する必要がある.'なお療近褐斑病

(無心病)の発生と共に､琉大､戯試その他に依る共同
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詞査態勢が出来たことは音ぶべきことで､今後はこの様

な研究 グループに対し予井措置を講ずることも一方法で

あ る｡

パインの病虫寧駆除予防対帝として政肘は三つの特別

措置を考える必要がある｡

粛-は籍､鼠､鳥､ こうもり､こうろぎ､かたつむり､

なめ くじ等の対韓で是の駆除予防には島内各部諸の一帯

駆除を計画相専すべ きである｡第二はパインコナカイガ

ラ ム V､ 線虫､花椿病､褐在病､芯腐病その他病笛の駆

除 予 防 対 鞭 で､ 是の為には典剤兜の補助等は勿漁である

が な お 薬 剤 の 使 用 方 法及び栽培技術の相導徹底を図る必

要 が あ る｡ 病 虫 音 の 発 生 が栽培方法等に依って予防し得

る 場 合 が 多 い か らであ る｡ 第 三の方法は現在の処パイン

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の み の 予 防 に 適 用する方法で､例えば

久 米 島 ､ 西 表 の 如 く全 島 或 は 地 域 的 に コナカイガラムV

に 汚 損 さ れ て い な い 処 は 投 入 の 防 止 に 万 全 の捨置を経ず

べ き で あ る ｡ パ イ ン の 病 虫 宰 予 防 7) 具 体 的 方 法 について

は 官 良 技 師 に 依 っ て 記 述 せ ら れ て い る が ､ 念 D 鴇 私が今

回 の 出 張中関係者に話した処を雑録し本報告D末亀に添

付 したから参照されたい｡

2､日放予防の実施 韮実は果型が小さいDみならず

現在液槽中の三茎系スム-スカイエソ種はそのまま放田

すると冠芽が大きく帝芽が多く発生して果実が円錘形と

なり易い｡

除冠芽及び除併瀞よこの欠点を少なくする鵜の作男で

あるが､一方に於て日焼架を生ずる危険が多いO日焼予

防の徹蝿は日焼架及び節二次的に雅JJ=する只光の併収を

防止するに締めて効果的であるから有効mi易な方法を招

萌して全面的にrR粘さすべきである｡

3.R払LLL及び過執果2)収横臥ヒ 未熟果及び過熟児

は噂話か晶宵を低下するのみな らず ,特出物思検査不合

格の大きい疏困と な り ､ 今 後 は 原 料 検収に於で不合柵 と

なる か ら ､. 頃 科 生 産 者 及 び 工 場 双 方 の祖に不利である0

4 ､ 収 稚 , 運 搬 ､ 検 収 及 び 貯 城 中 の 打 撲､腐敗架発櫨の

防 止 ､ 顕 科 果 実 の 収 稜 ､ 連 撒 ､ 検 収 時 D乱暴な取扱いは

束 実 に 打 撲 傷 を 与 え . .rlが 原 因 と な っ て勝敗病を発生す

る 場 合 が 多 い o 又 収 穣 し た 果 物 を 価 場 や 工場3)良タいこ穣

ん で お く と 好 飲 果 7)発 生 を 著 し く増 加 し ､生産者及び工

場 の 合 理 化 を は ば む 大 きい 原 因 と/i:る か ら､果実は丁寧

に 取 扱 い 日 銭 下 の 冷 所 に 相 成 す る様 相 碍 す べ きであるo

5 _ 相 場 掛 こ 抹 出 園 の 隻 理 と肥 培 背 理 の 攻 虜に依る過小

fLL生 産 の 防 止 , 過 小 果 D 生 掛 まエ 嚇 能 率 を 低下するのみ

J'i･ら ず ､ 農 家 自 身 に と っ て も 換 金 収 入 が 洪 少 するから蛾

力大尿を生産する様相導すべ きである｡その為には府導

風をして開戦を度々巡視せしめ肥培管理 (吸乳 塊茎芽

の生理及び施肥)を相導せしめ､不良旧植園は避かに廃

耕せしめろ串が大切である｡

6､検収の合理化に依る運搬､加工上の冗費節約 現

在の検査では鼠脊梁､.烏有果､傷哲男腐敗鼎､奇型見等

もそのまま検査をバスし､撫駄な運搬役を使うのみなら

ず､時には更に病寧果､傷野菜発生の原因となり､又工

場能虫を阻串するから､検査規則に従って処理する様相

称すること｡

7､共同雄荷等に依る冗轡の節約 工場は原料争衛の

為に余分の配辞と袋荷係員に多額の経曙を必要とするか

ら､原料潔輿区域の殻定或は共同典荷等の制度 を検討

し､一定場所に検収所を牧田して冗盟の節約を図る様相

等すべきである｡

8､エ墳労務者掛尋の為の冗甥の節約 労務者担得競

争の為に無駄な経盟を潔し､或は蝉姐に甥金D値上げを

なしている場合がある｡ 共同英銀を行うと共に､ 入国

山､沖細本良問に熟練労務者の交流計画を作って冗盟の

節約は勿論工幼稚率の増進を図るべきである｡

9､工場労務者使用上の冗:班節約 感動絡､深夜作井

は夫々25.OZD､50%7)労賃加許支払いを必要とする鵜に生

産腰高を来すのみならず､盟日の作男能率にも凝滞する

から協力足をなくする様な方法を考えること｡その他女

工価串向上の孤の地珊馴沖ずること｡

IO､不合格帆も1号の糾冶帆 L qI机不足.也粥不良その

他に堰く不合格品の邦/JaはJ:助姻係蹄の柁忍と女1-.の別

掛 こよって触小限度に止めるべ牡であるo

u､夏軍D過剰娘対鞭 成科 こ於では成熟鳩が-1ISlこ

搬到し.胤次兄をJJiじ､弊阿り糾戊下して令潮化に逆行

することが多いから開花刑鹿を行って山榊をT,恕Lf,め

労務対神を完全になし,必 よホルモン処刑等郎 才･'て過

剰柴対術に万劫を胴すべきである.なお米畔庇は鵬庇の

過剰娘をIlずる怖れがあるから,小払に?R約Id軸のdu湖

を現地調催すると.似こ剛 に汎 -tを行って荘火冬lE肌/E誹

予想を作成し､締常/j地軸酢蛸を桝てるよう御 玉的な脚

噂をなすペ5である｡ (来年度からソ細 される女工の深

夜腰殊止対鞭も予め乃膿すること)

B 斬掩薗対策と工場の嚢儀統合

合劇 ヒ5カ年折節2)後脚,rtJ術 (jJ適 対卵)として行 う

ものであるo

l､計画生産2)鳩胸 現収各工噺 ま介FJl化Jtl邦として

締浩勲道筋の増加を考えている｡即ち工場形相92)小さい
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処ではティン数を輔加して製造Etをあげようとし､工場

股僻の過剰な処は設僻をフルに動かすに足る丘まで製造

常数を増加しようと考えている｡しかしながら本土に於

ては琉球からの捨入棺を成るべく少なくして良質低廉の

ク個 品を多矧 こ粋人したいと言う希塾を持っている輪入

潔.8-が抑41にあり､必ずしも琉球D増産計面と一致しな

い痛がある｡琉球政肘は一･応将来の製造盛を 100万都 と

予'RL合理化計伯を進めている｡しかしなが ら. この

100万節と-3う数は釆年度の製造予想症であって､この

激流がJF土市掛 こ於で適当であるか 行かの検3鵬 勿乱

琉球円に於て姫統生産が可経かどうか､或いは史に増産

の可他性があるか未だ検3･Jがなされていない｡従って改

I伽まr=?[:Lに超音の増産計画と門地引受盈とを勘案し､パ

イン嫡男解繊会にはかつてLE頗肝癌を作成し､足を各工

卿 こ軌glでる揃にしなければならない｡なお今迄繰 り返

された過剰柴2)脚 吹開村や未熟果7)摂収はLE蕗氏が不安

定の為に起るのであるからこの様な関税を解決し､晶質

のFf'lJ上を凶る上からもjut:計画埴産3)実施とそれに伴 う

爪科料diは行 うべ きである｡各工上削こ対する原料の割当

は工場股仰､魁逝pR柵苛を参巧として審議会に於て決定

すればよい,,

2､技術桐鳩 政府は遜かに戚1.t'iA･恥を股けて､沖

札 八確両肌D収用岡林にIJlてるべさで特に沖抑こ於で

は I:地の遜滋､肺蝿の1円徹mE(軍n.風軌1-.)に力を入れ

て八韮山に於ては介対虫の駆除の為の種苗の消確､旧舷

灯鳩からの侵入防止に力を入れるべ きである｡なお全般

的には勝地の雄固化､協選.機械化作菜D相可を行い栽

培管理費及び原料運搬坪D低減を図る様相導しなければ

ならない｡栽培法の改善は韮点的倍率を行うこと とな

し､次の諸点に注意すべ きである｡

(1)不良系統の除却 (21大祐整一種緒の轍付け (3)

椴付方法及び適期椴付 く4)施肥盈 (5)敷革Z)税行

(61 日炊け予防 (7)病等虫防除 (8) 収横､運搬

3.ホJVモy処理の計画的実施 ホルモン処理に依る

収楼朋D促進並びに遅延は掛こ夏実7)ピーク肋しの為7)

みならず､女工対策 (現在以上に投臓をしても女工の独

得困難2)為に増産困難)及び工場の操業期間の延長 (煉

澄勝間の延長はライン当りの魁遮補数を増加し､女工閥

屈を解決し､更に女工の熟掛こより能率の向上と碓詰晶

賓の改掛こ効果的である)上極めて重要なことである｡

しかしながら､ホルモy処理を行うに は等本の熟度を

適当にしなければならないから､地付時 期は勿論､種苗

の種類大きさ及びその後の施肥等につ い ても考慮する必

要がある｡今私の考えていろ一つの計画案を述べると次

の様である｡

① 沖耗本島及び久米島

新胤 夏-軟般 8町 冬～着脱 8町ホルモン処

理 冬-JBi脆草本に 3-4月頃適宜分割してホルモン

処理を行 う (毎年)

収樺予想 逆帆の60%は夏実､残 り40%は冬釆

着脱の80%は秋実 (ホルモン処理栄)20%

は冬実

以上より振 りに反当第-回4トン､二回目及び三回日

2トyの収稚忠がありとすれば夏実は384 トン､ 秋実は

512トン冬実は3841Tyとなり1ライン工場で消化可能で

ある｡

LDL従来D様に侮年秋に16町を新冶すれば､或は単分

客観してもホルモン処理をしなければ結局夏実が略培丑

の生産となり是を消化するには2ライン工場を必要 とす

る｡なお沖縄及び久米島に於て着実生産を計画しない理

由は実割れ､花陣病及び褐簸病2)発生を心配したか らで

ある｡

㊥ 八ヨ王山

新脱 文-秋帆 16町 冬-寄航 8町

ホルモン処理 吏-秋岨16町の申8町 と冬-春舷の

封 掛こ計画的に順次ホルモン処理を行 う｡処理媒酌ま秋椴

4'I.本 9-10月､.春敵笹本 2-4月とする｡

収穫予想 夏-秋植ホルモン処理株の70%が着実と

なり30%が冬実を生ず｡

夏～秋椴の無処理臨場 からは夏夷が80%冬実20%､春

舷7)ホルモン処理株からは80%が秋実とな り､残 り20知

が冬実となる.即ち前列にならって計罪すると春美が44

8トン､史実が512トン､秋実が512トン､冬実が448トン

となり概ね 1ライン工場で消化可能である｡足の原料は

従来か消化可能塵の約3倍であるO (巽東の一部を脊実

とすることも可能)

上記9㊥列は全 く机上の計画であるが自然開花率やホ

ルモン処理による開花率は実験列を用いてあるか ら実際

に応用してそれ程大きい開きはないものと考える｡従っ

て原則的には是の方法を用い細部を多少変更すれば成功

の可能性があるから､i(氾万箱の畔碧製造 も現在の設備

(81ライン)の鳩-与もの操英で可能 となる見み込が生じ

たわけである｡尚この計画は現在の様な果物を現在の女

工で処理した場合7)見透しであるから将来品種改良が行

われ整一大取の生産が可能 となれば-屑能率的 となるわ

けである｡

4､工場か統合 ホルモン処理に依って収穫期を変更
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すれば 1ライン当 りの略語穀道教を2- 3倍にあげるこ

とが出来るが､然しいかに工場率があがっても本土の碓

語消世塵が増加 しなければ増産 も不可能で､無理に哨産

すれば販売価格が引 き下げられ寧ろ懸い結果を生ずるお

それがある｡琉球政府は以上の実楢か ら一応製造目標を

lCX)万博 としているが､仮にこの数字が維持 されこの申55

万箱を八重山で製造し､r45万滴を沖組(舟久米島で 造 る こ

とゝし､前掲の計画生産を実施したとすれば､是 に 必要

な工場は沖粗18ライン､八韮山15ラインとなり, 沖 純 で

は現設備D与も̂ 韮山では鴇の設備でよいことi な る ｡

従って琉球のパイン産遊合理化と云う大衆的立 場 か ら

考えると計画栽培を行って工場の整備統合を行 う ペ L と

I(う結論が生ずるのである｡

統合周題には会社間の話し合いが必要であるが､ 民 政

府､琉球政府､融資朗拓者の強力な相導と協力を必変 と

する｡
C､製品儀儀を轟める為の対簾

琉球パイン権譜は同じ3号櫛ホールスライスでも命 和

彦に比して1棒5-10円の低値で小先きれ､-ワイ産よ

りも10-20円の格安であるが､一面から云えば琉球パイ
ンは年に依 りメーカーに依 り品質にもむらがあり肉質が

白く番累がなく､所課伏 触パインと称するものが混在し､

一般の評判が患いからである｡この想評を解消し､少く

とも台湾産と同値で販･jC･きれる様になれば､ 一箱当0･S

～1.0ドルの抑格前が 刑現され､もJi論的にはそれだけ出超

廿を引下げたと同じ桁火を′丘ずる｡ItlU陀した掛 こ琉球特

に沖約本仏では先払の鵬係上肉質香味の点で∧瓜山や巾

帝に妨ることはlhtpを柑ないが足は収穫朋の執糊の熟哩

を考えることによって成る日産改苫することが出来.父

prevactJmi托rを蚊用することに依っても改掛也米る械

であるから足非典尖鮎すべ きである｡この恥 こして将来

Jかこ品朗改良を行なえば-A-4その効火はWjはせられる｡

私は従来の琉球パインに月する感秤は針両生荷の不rR行

にlJ(_,て､原料不足の時にはqt噂職の鞄に未熟火を捌父

加工 し､多い時には過熱常飲恥を加工する祖に足ること

が多いと考えている｡

次に合理化に影Jtaすろ間取 よ上奴梯浩の艶速歩倒りで

ある｡同じ味科を映っても--フ以上の上級品の少即 1

が古 くなれば版･je較格は上井するから,それだけ合漸 ヒ

した こととなる｡上級品魁濃彩に影野する因子は色々と

あ り､例えば工現監督の乱 女工の良否等も鵬拓す る

が､史に大きい原因は工胡能力と窮料搬入が遺跡こ行わ

れていろか否か､栄光の大きさが適当であるか首れ 成
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は架実の貿--病晋児､充実iLt････-がよいか患いかにか

かる処が大きい即ち栽璃技術が向上し3号掛 こ相当する

適当大の果実の生産が順渦に行われるように考えるべき

であり､ 鬼が為にはエ鵜剛ま娘適火の 具体的 大きさ･･･

･･･架従､兇正､火型--を投示すべきである｡私は従来

一等品すれすれD即実で1.2h蛸 皮のものの生産が鎖家

に有利であることを述べたが今回工協側に質聞した処に

よれば1.25kg､i.30kg､i.30kg､i.4kg､1.8kgと様々な

回答が得られ結論を得る-Jiが出来なかった｡原料価格の

決起と等級規格D掬係は戯家にとっても大間屈であるの

みならず製造妙憤り､上級品の製避比率に膨惣するか ら

エ執ま攻めて光を検討し､エgiJ止適のjR形を示し価格の

段階を決rjtすべきである｡克之適ulの大きさが示され ばゝ

出家はこの様な栄光を作る鵜に収納本数､施肥薮を変え

ることが出来る｡

1 台環化の為に考JLすべき間Jt

l､ぶ験研死機関の允突 く1仙運動の捗れ)琉球政府は

パイン産澄令理化の鵜に拭駿鳥削こパイン科 (4名耶月)

を役ける計画をもって居るが戊だ火現の段階に適 して居

ないo私は邦一回 (1957)の別離以*･.拭験機朋2)允火に

ついてはその都度肋FEして居るが､イ伽 ,に､八Ⅲ山支姐

に助手一名と名渡文掛 こ助手-.名が仰山されたのみで現

在は八正山女毛かこJLL樹全休7)係として技手一 名 と助 手

(JL常勤)-V.があり､それに他事1.坑臓のZ.いこ技手 ･11

が加ほし､父蛸肌 舶 !旅として抜T･･･Y.が胸 休 してJ.ti

る｡Y.腰丈卿 こはtit脚係として抜ヰ二%,と助 J:--(脚 打

勤)三伽 ;あり､捕用l止血綿として仙 T･(J刷 肋) ･yJ

がパインに鵬係している現状である, ･JJ'バイyJ)JJLllニ

JJ-1b'は&舶D也芯化pJu棚 兜rJ;.7が州､'げ ろ'JIにな-'て).I..-,.,

が､継竹のlAl係 もあり約んどやが1.)け('11でJ.!!ないへ

uf舛各同D′t1ytGほ の雅114が.t̂椀舶 J)描肋と僻は/亡

鵬係のある･JIは私が')3'に悦朋してJtF.'･る姐で､ハワイでは

ハイソ組伽 ,'咋髄2CK))∫r'ルrJ必 1日.'てパインLuf'軌 97を

ハワイ火pP抑 こ叔服し,缶粥では戯曲戯風拭GWJJl折と他

山紙),ff朗芸北駿分JyTでパインに脚 rる御伽 Lrlわれ 叫

に巾那帆魁公,巧は･･ト/;Iこ缶約榔R公･T3は巾卿 こ私牧a)賦

駿船引与ってJJ･り､Jか乙砂 押する人仙 土岐Ti似以上でも

20名に近く削 台約人や,仰 一学院に数名a)教授助叔俊

が塀で､パインの研兜を(̂･3･'て).i･る･

然るに似近にはどのIdでも研究仏米の公Rをは うWf(.J

があり､特にハワイやfT抑 こJ-fu)帆 (.Jが･'bL､から･琉球が

今後 -P,蛸 Wl訓'･JJ上細 り･fZ卯 11】化tu.J姐する榔 こ
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は..独ノJで琉球に適する技術の研究を行う以夕日こ遠はな

い ｡

殿 近 琉 球敵船は技術府鞘の称こパイン特技津及艮2名

と 補 助 良 く非常勤)10名を籾艮したが招串の並礎となる

べ き 研 兜 損 的D允rRを欠いて居るTJlは両組点蛸のうらみ

な し と し な い ｡ この際政府fi閉脚 こ試験場の允実につい

で 月 利 に P,･雌 すべ きである｡

允 火 の 方法として租9.の試験域凝把も汚膿されるが琉

球の現状では鵬朋である｡

私はn本の授助によろけ瓜､パインを含む特産物試験

塀の凝析tTiJAt鱗するが比が山鹿なければ超し当り､名 讃

Jkび八冊 Ifll軸のパイン係を允光し､成城方痛の研r3℃を

守fわしめ水仙 こ加工jJ.rhl-3)研兜Jil'_を新設すべきであると

I写.九,'J∩

研-兜に必戯′L舶少人Rはび蚊帳播州 ま次の様である｡

(純 'h'T;'Lが

戚 Tl1/3'仙11 研'jtEl 助手

卿汚備 4 (占紳先攻良を(,Tむ) 4

州 'ErL

4.C00 ドル

描出旅 2

2,000

1.畑地糾係 2 (汁.仙延伸Jt) 2

2.000

加工万感 2

2.000

研兜機鵬2)允光は政府施瀧に恢つ処が大きい｡私はこ

の際パイン盛男安定の鵜にn木政肘の適切な援助を希望

すべきであると魁う.然し乍ら研兜機関D允叉は一日も

なはぎりにするが出来ないから､私はこの際R者が研究

の鵜に必盤な娘低鞘を支出し研究D促進を図るべきであ

ると据え､この只休的方術として1仙運動を提唱するも

のである｡即ち梯LT.t･'選別ま胤浩一禰栂に､.生産者は原料

1OOkglかこ1仙を轍Ltiして1万 ドルを喋め､政掛 こ依託

してパイン研兜の抱に掛 目してもらう申とし､一方研先

輩flは自分僻.椛苛の幽係もあり政掛 こ.於て定員化するこ

と及び研光のための殻傭増強を政府に要望してはいかが

と増える｡㈹lljf兜人見の配把設備増強が政肘に於て取り

上げられない噂はパイン産遜簡議会に於て研究問題を審

議し大学或は試軟毛かこ研児2)伏紀を行い必要な経兜を文

はすればよい｡

2､焚肋､指串､研究機朗の越路協調 新しい盛男が

勃興した場合に足をより一朗発展せしめる為には研究成

児を帯導奨励に利用すべきであろ執 ま論を保たないo然

るに私が今回の娃琉に於て､自ら感じ又一部関係者から

開いた処は､八韮山に於ける三者の協調が梢円滑をかい

ている串であろ｡沖純太良に於てはこの様な閥選を聞か

ない処から考えろと､この原因はおそらく八重山が地域

的とこ経済局及び試験場か ら離れている為に持示が徴候せ

ず三者が別陶の立場から串を運ぶ為でなかろうかと思わ

れる｡改善方法としては人事面に依る事も可能 と愚われ

るが.それよりも今少し行政機顎を叔本的に考える必要

がある｡私はこの際改良普及所の命令監督椿のある部分

を八重山支庁に委任すべきであると思う.又奨励方面Z)

仕TjSもその大字剛ま特産瓢で決捉するが実施面は支庁にま

かせるべ きである｡この様にすれば支庁に!iSて普及所故

び 戯駄文場と充分連結を保ちつ 栗ゝ城及び技術普及の完

壁を鵜することが出来る既に農林省石井園芸課長も指摘

する如く､琉球に於では瞥及所の､バイy産業合理化に

対する技術階導は軸力であったo私は又八重山に於ける

汗及所のパイン液槽に対する無関心についてパイン舶係

名から聞く処が多かった｡この際何等かの方法をもって

この間超を解決し､ 特技普役員をfTむ 総ての 普及員が

パイン産澄合理化に協力するような招.鐙をとられる様希

望する｡佃戯罪試験場̂ 韮山安場については､現在D係

Elではこれ以上の筑験を望むことは無理である｡八重山

に於けるバイy座選D丑変性を考える時､試験脇当局は

少くとも名渡文場態度の人魚を八韮山支軌 こ配選して試

験研究D充実を図ると共に､試験結果D公表を可急的逮

かに行い､潜及及び奨励事務に技術的協力をなすべ きで

ある｡若し以上の機罷整備が出来ないならば､使官的増

田として普及事務所､八重山試験支場及び支庁経済課D

定収的会合を行い協力態勢D確立をはかるべきである0

3､俊良超宙の輸入並に増殖 俊良系統種苗の鴇人は

是非共継続すべきであるが､この鵬入方法及び増殖方法

は若干変更を必要とする点がある様に考えられる｡第-

にノ､ワイでは会社の自営虚場の種相は組合の申し合わせ

によって禁止せられている｡従って少塵の虚良種曲であ

れば何等かの方法を用いて輸入する事も可緒 で あ ろ う

が､大屋になればなる樫困難となり､勢い好しくない種

苗が混入せられることになる｡聞く処に依るとハワイの

カワイ島に於ては本年以後パイン碓語製造は中止せられ

るとの車である｡この際係官を派過して一般農家の踊場

から優良系統睡 宙を現場で選択し輪入する様な処置がと

れないものであろうか｡夏季2)果物が成熟中に現場に於

て優良系統D畦鱈を選べば､不良系統混入の比叡を著し
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く減少し (現在輪人中の位 相は世良系統が20%内外であ

ら)｡多少価格は高くても､不良軽掛 こ支払う金額と試

作選按に要する諸経費を考慮すれば隣官の出成旅出等問

題 とならないであろう｡

第二は増殖方法である｡現在は檎人種伯を各地に分散

して航付けて居るが､栽櫨地は必ずしも一般パイン岡堀

か ら隔離されて居ない｡鹿ではパイン牌最病 7)様なウイ

ルス性の病気が輪入され る危険が多い｡若し現地に此鼓

病が存在すれば冠芽の愉入 (此斑病は迂芽による伝播が

多い)は勿歳隔離栽培の方法についても憤正な考雌が必

要である.出来れば輪人種 fhl哨輔の為に特定の機関を作

り､特定の場所で増触す ることが望ましい｡尚現在鴨入

されている超西中には増発な系統と､それ陀立派ではな

いが現在Z)三菱系よりはよい もの く大多数)を含むが故

に､両者を別栖LL増稚 し､一応後者を配布し､将来鮫秀

系統と交代する槌な処位が望 ましい｡両者を混じたまゝ

配付すると､種併生産の少い滋秀系統が自然泊威すろお

それがあるか らである｡弟三は 夏良種船2)蛸他方法であ

る｡現在は名題､八重山両支場典に種酌を掛 こ2等分)9

至 4等分し､或は塊茎 を乱 切 り繁触して居るO何れも比

較的碓実賃金な方法であるが.Jiでは.1･E'娘 系統が一般に

貯及するには長年月を要し､合理化丘ケ年計画にr馴こ合

わない｡少くとも拭凝塊では塊茎の切片繁地を行うべき

である.台湾ではこの方法を川いて正絹カイエソの:GL速

鮎/かこ収功し､捕 く山近))朝iu;によれば治郎台収では2

L酬丈他で-タタール▲JLIl∞ トンのrE盛計庇を樹 でてい

ら (.Ja､弘は昨年からパインJ)虫等.巾幣耕法D研究巾であ

るが､この方法に依れば'ii軌 屯は府if,唆iJl等の新姫､

切片Yh'恥で出来た小HI'の久笠をT7Wlrな川砂)'Ji!_は山からと

った処女上に挿すことにより一時に多数の械l●1-iJ:C′kLai1

ることが山来る｡私の.試験紙 iiに依れば陀娼なIEffをす

る切IYlか らD虫隻であれば成L'IJ串も砧く八つ一枚D姫から

4,-5本D小 ●細 ;和られ (16枚T)姫から27ノ軽D小爪を柑

1=)､然も随 ■t了は全部姫をとらず適当敬を鎖せばlJkD

超 IYJ'として利用することが出来る.この/I一法は現在D叔

判 り繁触法よりも301[;･以上の欄納経率があるが､繋船Hi

の殻棚や繁殖技術に聞周があるから､至急に申棚を榊的

し来年より実地出来るよう計i5すべ きである｡

4､試験研究に脚 する較府民間D協力 -イソ虎男は

戊球にとって新しい産男であるねに､些抑なる桝砿上の

開成についても､足が紳助 似ま人血山にとって有効であ

るか密かを試みる必要がある,然るに既述7)如くパイン

研究jこぶする試験場D7;井及び係Llの配臥 ま茶粥である

から､実際に試み得る試験件数は梅めて少く､然も小規餅

の試験しか行えないのが現状である｡最を打解する為に

私は前から会社の自営出場及び懲他家の試験に対すろ協

力を要望したが､自由化が日脚 こ迫った現在に於ては一

帖この要望が脚光さを加えてきたOこの際私は試験場が

中心となり､綿密な調査を必要とせず､然も桝磁改首上

一心試験を必喪とする周髄を関係者の間で群議し､一般

の協力を柑て各地で同時戯験を行うべきであると思う｡

足等D試験は少くとも現状に比較して改掛こ役立つと

屈われる叩項､例えば三襲糸の配合比呼､肥料の柾頼､

徴rTLEノ上演施用､裁邪方法等を試みるのであるから､多頓

の試作補助を必要とせず､性かD資材祁助と試験職月の

現地調査旅班を計上すればよいから赴非典実行すべきで

ある｡試験項目としては次D御項がTPJ･えられる｡

(i)上欄調整剤の利用 私はポット試験及び個坊試

験に於てソイラックの使用が初脱 D生育に於て梅めて効

舛的であることを知った｡土壌湘坐剤にも械々あり､こ

の際各地に於て誠験し経済調態を行うべきである｡

(2)沖純北部に於ける憐醸肥料の増淑 名機支牌に

於ては甘酸施用瓜を従来7)N･.P308:K90は8:2:8

から8:4-5:8に哨加すると朋花串も上汁する粁rR

を得T=｡同腿のことは私7)ポット拭験7)桁火からも和ら

れた.少くとも沖抑 t:吟ては憐醸7)脚鮎と施用方法につ

いて大脱鱗拭駿を行う必班がある｡

(3)軌FTtJ亡#･D施用.W駅 ぷ毛球に袷では 乍椴 (rLJlこ

MgがtJヨ帥TIこ不足するとDことである｡父外地lこ偲て

虐められる如瓜場株を/JJ折するとlh叫IJ)Zn.Cuが槻FR'

に少いことが'/Jつた,MgSO4,ZnSOl.CuSOd_.笥'D鮎

川.拭駅を行う必出がある.私は今触D佃'jRlこ際LfT'T

.E (Zn.Cu,MO笛を(畑 )を柚移し糾鹸抑 こIj!て弧

験すろことをわ齢 1し1:が､dlfこ人加%脱酸を火仙｢rろ

I.i鵬球肥fl1株式11杜に泌ノJを盛的Lf:匂

(4)糾雌 加IiiJ)班川加駿 琉跡 と/j!では仙俄JJnliiO)

代りに心化加蜘 ･.JHいられてJ.I.tるo琳るlこ収化JullI以よパ

イン火火3)願Jdll.tをfn)JnL､火炎が小さく樹)X馳TA,]射 J

することが知られてJd'･る｡この際塩化加rJiと統倍加棚 に

っいて耗折性7:e加味した比恢出物を各所で行う必Gly'あ

るC,

(5)尿A･2)収用誠験 脱抑ま地'Rに比唆してrll伽が

･Rく山近パイン収rl号地の4U)-rbiで枕川されているから､

琉球に'eても由GI)比較試験を行う必出があるq

(6)鱗形肥料D棚耕試験 沖抑此恥 こ於て妨慨の効

兜が･Wi掛 こなゥT=収 及び解成燐肥が健酸性上場にJI効



n6 汝 辺 .･パイン7プブル産男合理化上の諮問層 (2)

である研等から従架使用されている過済酸石灰を:I,-む各

梯沸鞍肥料の比較拭験を行う必盟がある｡

(7)即 珍肥料の故用試験 傾斜地に於ける肥料の有

効的利用を弘毅する鵜に固形肥料の使用試験を行うべき

である｡

(8)ホルモy地理試験 処理日と収横目の関係､病

対米発哩との関係､iLL光の火きき､晶質関係等を知るた

め地方的な哉教を行う必要がある｡

(9)Bl斬畑に児ける と機沖荷刑の利用就験 琉球は

月別降雨嶺が多く､ネマナーダその他の病菌串虫の糊加

が増えられ,試験韻の淑験結只もその有効性を示して居

I-1から.各地に於けるJ!同試験を実施すべきである｡

(10)屯所加に於けろ各戒の勝機試敦 更新畑に於ける

手刷又が-恥 こ於てltHえられているが,パイン先進地に於

ては既に聯決済である｡セ急各地lこ於て､先進地で実施

中のtJL項を拭みる必辞がある｡

5､モデル康収に脚 するパイン混作に対すろ考A.方と琉

球1触村のパイン腔港に射する考え方の忍見諏鮭

モデル地場がn本枚肘から派過された調査官に纏めて

揃くその榔tdを脚価されて掃ることは軸に紙用な柳であ

る｡淋し榔パイン雅男寸ことっては噂か開村がある様であ

る｡V･肘惚耶背任斤 (抑机浪漫111L 膚と北餌21母及び

息･12技術17(6日こ依る)にfkれげ琉球のパイン盛男はJE産

絹のノ伽 ▲らみて岱かに6%に過ぎず､又水柿､1川三の将

釆性に歓べて有利な作物と云えないとの串である｡本件

についてはその有利性についての考え方に多少の関越が

ある｡例えばパイン杵浩が琉球の鴇出産物として砂糖に

次ぐものであり､琉球全体の軽済に及ぼす影苛から云え

ば励早足を等閑に附せられない事実が考慮されず或は氏

家の段当事取柘を比枚するに当りパインのみは5年後の

円由化に対処する為の予淀価格で計許し甘J附ま将来の予

想反収に現在の価格を来じてその有利性が述べられて居

る｡然し是等の夢はパイン挿話そのものと .水稲及び砂

糖等の生活必謡晶7)相滋を考える場合に･'もろ得度7)安定

性の相過を考えなければならないから止むを得ないとし

ても､私は琉球D腰家が粧して米及び甘庶､甘緒のみの栽

増で日本内地の戯家と同形慶の生活が確保出来るであろ

うかとL･う処に周屈がある様に思う｡平均5反内外の耕

地に足等を裁培レ ･････勿論その一部にはそさい類等が栽

増される･･･予凋Z)生産蚤を挙げたとしても1.CXX)苑農家

には程遠いものである｡私は失破 り日本内地に於で果樹

飽箕が取りあげられて居る如く､琉球に.於て も米､甘

虎､甘題以外に何等かの方沖がとられろべきであろと思

う｡パイン産熱 まこの道味をこ於て水稲と放 合せ ず､甘

蕗､甘藷とは輪作上有利な裁増が認められ､或は甘虎に

適さない軟性土壌にも栽培が可能であるから既聖地を用

いず､山地､荒撫地を開墾して家族収入をあげることが

出来るのである｡碗パインが開墾を除けば極めて少い労

力で経営が出来る串はパイン栽培の特徴 とす る処であ

る｡ この様な意味から云 って私は将来のパイン栽培が水

稲､甘雌よりも反当収入が少くとも､それが為にパインが

他の作物よりも農家にとって璽資性が少いとは云えない

と思 うのであり琉球政府がパインを空重作物として相足

した以所であると考える｡

必し私はこの様に点っても平野監理官がパインを軽視

していると云うわけではない｡免もすると上記Z)所論が

日本内地から釆七語意官にパイン産菜が琉球にとって重

要でない陳に誤解される為にパイン産菜に対する県謙改

辞が不必要であると結論されるおそれがあり､現に琉球

内のパイン関係者の多 くも同監理官の所論を上の様に誤

解して居る者が多いDである｡

私は以上7)見地から､モデル農場当事者と琉球政府主

脳部の間で是等2)意見調整を充分に行い,パイン産業発

展の鞄に協力される事を希望するのである｡


